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遂畠;猪ta1 I 堺繕児 thìa?7~ 1腸de2(p29)









































「無世[muo陽平 sie除去J は、普通話の「極其Jr '"'-概了j に相当、程度が最
高であることを表し、二音節の形容認にも使える。後述するように程疫の描語
として用いることもできるが、程度高lJ認として形容認の前に用いる場合は普通



























話に一致するもので、 IA得緊JIA得有JI A (解)米♂子Ji A (解)米米子JIA 
(解)多J (解)多子Ji A (解)多多子JiA無世了JIA者sA無世アj などは普
通話や他の処衛方言に見られない形式である。
3.1 rA得緊j







3.2 fA得有Jf A(解)米子Jf A(解)多j
fA得有[le?入 iul湯上J f A (解)米子[minl詰1:is I壊1:J fA (解)多[lal壊平J は
ともに「少しj、「僅かにJと程度が低いことを表す。 fA(解)多j は fA(角的
多子J の「子j を省!l唱した形と見ることができ、 fA(f~卒)米米子」と fA (解)











































(1)重ね形式はbAbAである。 例えば冶 f通紅 → 通紅通紅」など。
(2)前現要素bが後項要素となり、 Abbの形式に変わることがある。


























駿烏 一→ 皇室摸烏 一ー今 襲安摸鬼烏
副社 →ー 主[j釦士 一→ 割i議選壮
鉄硬 一→ 鉄巴硬 →+ 鉄巴角落硬
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